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がくしゅうしりょう

平成２７年（２０１５年）９月２９日（火）

浜松市東区薬師町 齋藤拓雄

へいせい ねん ねん がつ にち か

はままつし ひがしく やくしちょう さいとう たくお



自己紹介 齋藤 拓雄

290年前 1725年 先祖が薬師に家を建てる。

147年前 1868年 安間川の洪水で流される。

59年前 1956年（昭和31年） 私が生まれる。

53年前 1962年（昭和37年） 和田小学校に入学する。

現在 2015年（平成27年） 59歳 和田小学校でお話をする。

じこしょうかい さいとう たくお

ねんまえ ねん せんぞ やくし いえ たて

ねんまえ ねん あんまがわ こうずい なが

ねんまえ ねん しょうわ ねん わたし う

ねんまえ ねん しょうわ ねん わだしょうがっこう にゅうがく

げんざい ねん へいせい ねん さい わだしょうがっこう はなし

昔の安間川の堤防が切れた場所
（ガソリンスタンドの北側）

昔の安間川の跡
（ミニストップの前）

今の安間川
（新しく作った川）



１．４０年前、自動車街の道はあったでしょうか？

２．道はありましたが、土の道だったのでしょうか？

３．店は今と違っていたでしょうか？

 店は少なかったでしょうか

４．自動車街はいつごろできたでしょうか？

５．そのころ自動車街に車は通っていたでしょうか？

６．そのころ自動車街にはどんな車が通っていたのでしょうか？

ねんまえ じどうしゃがい みち

みち つち みち

みせ いま ちが

みせ すく

じどうしゃがい

じどうしゃがい くるま とお

＜皆さんからのご質問＞
みな しつもん

じどうしゃがい くるま とお



７．自動車街にお店は多かったのでしょうか？

８．自動車街の道はどんな道だったのでしょうか？

９．自動車街の道のまわりは、どんな様子だったのでしょうか？

１０．家は、どれくらいあったのでしょうか？

じどうしゃがい みせ おお

じどうしゃがい みち みち

じどうしゃがい みち ようす

いえ



１．４０年前、自動車街の道は

あったでしょうか？

ねんまえ じどうしゃがい みち



今から８０年前（昭和１０年（１９３５年））の和田小学校

（「パチンコ大学院」の向こう側から撮影）

⇒ まだ国道１５２号線と自動車街はありません。

和田小学校（木造）八柱神社自宅「けやき」の場所

自宅 和田小学校

同じ場所から撮影：平成27年9月

やはしらじんじゃじたく わだしょうがっこう もくぞうばしょ

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう

だいがくいん む がわ さつえい

こくどう ごうせん じどうしゃがい

国道１５２号線
の場所



昭和２２年（６８年前）には、自動車街の道はまだなくて、

昭和３２年７月から昭和３４年４月にかけて（５６～５８年前）

自動車街の道（国道152号線）を作りました。

しょうわ ねん ねんまえ じどうしゃがい みち

しょうわ ねん がつ しょうわ ねん がつ ねんまえ

じどうしゃがい みち こくどう ごうせん

「天竜川と東海道」浜松市立天竜公民館編より



目的は、 旧東海道の

渋滞をなくすためでした。

もくてき きゅうとうかいどう

じゅうたい

ですから、４０年前に自動車街の道はありました。
ねんまえ じどうしゃがい みち

「天竜川と東海道」浜松市立天竜公民館編より



２５年前（平成２年（１９８９年））の自動車街です。

自動車街通りには、自動車のお店がいっぱいできました。

ねんまえ へいせい ねん ねん じどうしゃがい

じどうしゃがいどお じどうしゃ みせ

「天竜川と東海道」浜松市立天竜公民館編より



２．道はありましたが、土の道だったのでしょうか？

→ コンクリートの板をしきつめたような道でした。

→ 土の道ではありませんでした。

３．店は今と違っていたでしょうか？

→ 店は今のショーウィンドウのような店ではなかったです。

 店は少なかったでしょうか？

→ 店は少なかったです。少しずつ増えていきました。

みち つち みち

いた みち

つち みち

みせ いま ちが

みせ すく

＜皆さんからのご質問＞
みな しつもん

みせ すく すこ ふ



４．自動車街はいつごろできたでしょうか？

→ 昭和３５年（１９６０年（今から５５年前））にはじまりました。

一番最初にできたのは、和田町のニッサンのお店です。

昭和４０年（１９６５年）には、トヨタのお店もできました。

じどうしゃがい

しょうわ ねん ねん いま ねんまえ

いちばんさいしょ わだちょう みせ

しょうわ ねん ねん みせ



和田
小

最初のお店
（昭和３５年）

今から５５年前（昭和３５年（１９６０年））の自動車街
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん じどうしゃがい

ゼンリン住宅地図’81より

道が完成する
（昭和３４年）



和田
小

今から３４年前（昭和５６年（１９８１年））の自動車街です。
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん じどうしゃがい

今から５２年前（昭和３８年（１９６３年））までに車のお店で

自動車街は、いっぱいになりました。

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん くるま みせ

じどうしゃがい

車のお店

食べ物のお店

くるま み
せ

たべ もの みせ

ゼンリン住宅地図’81より



和田
小

車のお店

食べ物のお店

くるま み
せ

たべ もの みせ

現在（平成２７年（２０１５年））の自動車街です。
げんざい へいせい ねん ねん じどうしゃがい

グーグルアースより



５．そのころ自動車街に車は通っていたでしょうか？

６．そのころ自動車街にはどんな車が通っていたのでしょうか？

じどうしゃがい くるま とお

じどうしゃがい くるま とお

昭和３９年（１９６４年））の国道１５２号線（自動車街、けやき交差点）
しょうわ ねん ねん こくどう ごうせん じどうしゃがい こうさてん



昭和３９年（１９６４年））の国道１５２号線（自動車街、けやき交差点）

マツダ キャロル 360cc ニッサン ブルーバード1200cc

しょうわ ねん ねん こくどう ごうせん じどうしゃがい こうさてん



昭和３９年（１９６４年））の国道１５２号線（自動車街、けやき交差点）

そのころのオートバイ

しょうわ ねん ねん こくどう ごうせん じどうしゃがい こうさてん



昭和３９年（１９６４年））の国道１５２号線（東京オリンピック聖火ランナー）
しょうわ ねん ねん こくどう ごうせん とうきょう せいか



４５年前（昭和４５年（１９７０年））の自動車街

（自宅（和田小学校北側）から見ました）

ねんまえ しょうわ ねん ねん じどうしゃがい

じたく わだしょうがっこう きたがわ み



７．自動車街にお店は多かったのでしょうか？

８．自動車街の道はどんな道だったのでしょうか？

９．自動車街の道のまわりは、どんな様子だったのでしょうか？

１０．家は、どれくらいあったのでしょうか？

じどうしゃがい みせ おお

じどうしゃがい みち みち

じどうしゃがい みち ようす

いえ



７．自動車街にお店は多かったのでしょうか？
→ 昭和３５年ころから少しずつ増えました。

８．自動車街の道はどんな道だったのでしょうか？
→ コンクリートの板を敷き詰めたような道でした。

９．自動車街の道のまわりは、どんな様子だったのでしょうか？
→ 田んぼと畑ばかりで、遠くまで見えました。

１０．家は、どれくらいあったのでしょうか？
→ 田んぼと畑ばかりで、家はとても少なかったです。

じどうしゃがい みせ おお

じどうしゃがい みち みち

じどうしゃがい みち ようす

いえ



１．和田小学校の歴史

２．昭和36年～43年ころの和田小学校

３．安間川について

４．４０年前のようす（家）について



和田小学校の歴史



金原明善 天保3年(1832)～大正12年(1923)
遠江国長上郡安間村(浜松市)の名主の家に生まれる。
幼名は浩一郎、明治5年(1872)明善と改名する。明治7

年治河協力社を設立し、天竜川の治水、同川上流域の
植林、三方原疎水事業をすすめ、林業の発展に著しい
貢献をした。明治33年金原銀行を創設した。

和田小学校 ホームページより



今から１４２年前（明治６年（１８７３年））の安間学校ができる。

今から１２４年前（明治２４年（１８９１年））の今の場所にうつる。

いま ねんまえ めいじ ねん ねん あんまがっこう

いま ねんまえ めいじ ねん ねん いま ばしょ

「安間学校」は、金原明善が作り、
今の明善記念館の場所にあった。

のびゆく浜松より



和田小学校ホームページより



今から１００年前（大正４年（１９１５年））の和田小学校の先生
いま ねんまえ たいしょう ねん ねん わだしょうがっこう せんせい



今から１００年前（大正４年（１９１５年））の和田小学校の生徒たち
いま ねんまえ たいしょう ねん ねん わだしょうがっこう せいと



今から９２年前（大正１２年（１９２３年））の和田小学校の１年生
「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より

いま ねんまえ たいしょう ねん ねん わだしょうがっこう ねんせい



今から７５年前（昭和１５年（１９４０年））の和田小学校
（パチンコ大学院の向こうから撮影）

今から８０年前（昭和１０年（１９３５年））の家族と海水浴風景

和田小学校

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん かぞく かいすいよくふうけい

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう



今から７２年前（昭和１８年（１９４３年））の和田小学校
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう



今から５５年前ころ（昭和３５年（１９６０年））の和田小学校運動会

旧東海道 の 松並木が見えます。

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう うんどうかい

きゅうとうかいどう まつなみき み



今から５０年前（昭和４０年（１９６５年））の和田小学校運動会
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう うんどうかい



今から４６年前（昭和４４年（１９６９年））の和田小学校（自宅より）
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう じたく



今から４２年前（昭和４８年（１９７３年））の和田小学校（新聞記事より）
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん わだしょうがっこう しんぶんきじ



現在（平成２７年（２０１５年））の和田小学校
いま へいせい ねん ねん わだしょうがっこう

グーグルアースより



安間川について



今から３３７年前（１６７８年）の安間川
「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より

いま ねんまえ ねん あんまがわ



今から９０年前（大正１４年（１９２５年））の安間川
「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より

いま ねんまえ たいしょう ねん ねん あんまがわ



今から７１年前（昭和１９年（１９４４年））に「新安間川」を作る

いま ねんまえ しょうわ ねん ねん しんあんまがわ つく

「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より

「新安間川」は、戦争中の

食料増産のため作られた。

満蒙開拓青少年義勇軍の

１４～１５歳の少年も

新しい川を掘る工事をした。

しんあんまがわ せんそうちゅう

しょくりょうぞうさん つく

まんもうかいたくせいしょうねんぎゆうぐん

さい しょうねん

あたら かわ ほ こうじ



今から５３年前（昭和３７年（１９６２年））の旧安間川と堤防
いま ねんまえ しょうわ ねん ねん きゅうあんまがわ ていぼう

「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より



安間川の標識 （新安間川、 安間川跡、 堤防決壊跡）
あんまがわ ひょうしき しんあんまがわ あんまがわあと ていぼうけっかいあと

グーグルアースより



H27.9.9 7時～10時：95mm
（3時間雨量）

安間川の氾濫（昭和４９年、昭和５０年、平成１０年）と３時間の雨量
あんまがわ はんらん しょうわ ねん しょうわ ねん へいせい ねん じかん うりょう



４０年前、家はありましたか？
ねんまえ いえ



約８０年前（昭和１０年（１９３５年））の

「けやき」の所から見た、北島町です。
「喜多嶋村物語」高橋伊代治氏より

やく ねんまえ しょうわ ねん ねん

ところ み きたじまちょう



約６０年前（昭和３０年ころ） 約４０年前（昭和５０年ころ）
やく ねんまえ しょうわ ねん やく ねんまえ しょうわ ねん

黒い所が家です。

くろ ところ いえ



和田地区の家は、平成４年（1992年）までに、

４０年前の１．６倍、

９０年前の８倍にふえました。

わだ ちく いえ へいせい ねん ねん

ねんまえ ばい

９０年前 ４０年前

ねんまえ ばい



おわり
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